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仕様

安全上のご注意

警告
[接続・取り付け]

禁止

前方の視界や安全装置、運転の妨げに
なる場所へは取り付けない

前方の視界を妨げる場所やエアー
バックなど安全装置の妨げになる
場所、ステアリング・シフトレ
バー・ブレーキペダルなどの運転
操作に支障をきたす場所、同乗者
に危険をおよぼす場所には、取り
付けないでください。交通事故や
ケガの原因となります。

注意

コード類は、運転操作の妨げとならな
いように配置する

コード類は、運転操作の妨げとな
らないよう配置し、粘着テープな
どで固定してください。ステアリ
ングやシフトレバー・ブレーキペ
ダルなどに巻き付くと危険です。

禁止

コード類は、決して途中で切断しない

コード類は、決して途中で切断し
短くして使わないでください。
もしものときに保護回路が働かな
くなり火災の原因となります。 注意

コード類の配線時に金属部と接触する
所は、粘着テープを巻く

コード類の配線時に金属部と接触
する所は、必ず粘着テープを巻き
被覆を保護してください。火災・
感電の原因となります。

■音声認識コントローラー
使用電源 DC 3 V 

リチウム電池 (CR2032) 
1個使用

外形寸法 34 (W) ×56 (H) ×16 (D) mm
質 量 20 g (電池含む)

■付属品
リチウム電池

(CR2032) 1
マイク 1
コード類 1式

取付キット 1式
取扱説明書 1

[使用方法]

注意

前方不注意とならないように操作する

自動車の運転中に本機の操作をす
るときは、前方不注意とならない
ように操作してください。またハ
ンドルの回転操作中に、本機の操
作をしないでください。交通事故
の原因となります。

注意

ボタン電池は幼児の手の届かないとこ
ろに保管する

事故防止のため、ボタン電池は幼
児の手の届かない所に保管してく
ださい。万一、お子様が飲み込ん
だ場合は、ただちに医師と相談し
てください。

分解禁止

分解や改造はしない

本機を分解したり、改造しないで
ください。事故・火災・感電の原
因となります。

警告

[異常時の処置]

禁止

異常のまま使用しない

万一、煙が出る・変なにおいがす
る・内部に異物が入った・水がか
かったなど異常が起こりましたら、
ただちに使用を中止し、必ずお買
い上げの販売店にご相談ください。
そのままご使用になると事故・火
災・感電の原因となります。

注意

[使用方法]

注意

電池の極性に注意する

電池をリモコン内に入れるときに、
極性（+ ≠）に注意し、表示通り
に入れてください。間違えますと
電池の破裂、液もれにより、ケガ
や周囲を汚染する原因となること
があります。

注意

指定の電池を使用する

指定の電池以外は、使用しないで
ください。電池の破裂、液もれに
より、火災やケガの原因となるこ
とがあります。

[接続・取り付け]

注意

取り付け、配線は、販売店に依頼する

取り付け、配線には、専門技術と
経験が必要です。安全のため、お
買い上げの販売店に依頼してくだ
さい。 必ず行う

必ず付属の部品を指定通りに使用する

必ず付属の部品を指定通りに使用
してください。指定以外の部品を
使用すると、機器内部の部品をい
ためたり、しっかりと固定できず
に外れたりして危険です。

水ぬれ禁止

水がかかる所やほこりの多い所に取り
付けない

ドア近くなど雨水がかかりやすい
所やほこりの多い所への取り付け
は、避けてください。水やほこり
が混入しますと発煙や発火・感電
の原因となることがあります。

必ず行う

正しく接続する

この取扱説明書で指定された通り
に正しく接続を行わないと、火災
や事故などの原因になることがあ
ります。

注意

コード類は、座席レールなどにかみ込
まないように配置する

コード類は、座席レールなどの動く
部分にかみ込まないように配置し、
粘着テープなどで固定してくださ
い。ショート事故による火災・感電
の原因となることがあります。

●本機の仕様および外観は予告なく変更すること
があります。また、この説明書の中のイラスト
と実物が、一部異なる場合があります。

メ モ

必ず行う

シートベルトにマイクを取り付ける
ときの注意

シートベルトにマイクを取り付ける
ときは、必ず指定の取り付け方法を
守ってください。そうしないとシー
トベルトが正しく機能しなかったり、
コードやひもが首などに巻き付いた
りして危険です。また、指定の取り
付け方法で取り付けたときでもシー
トベルトの戻りが悪くなったり異常
がある場合は、シートベルトには取
り付けないでください。

取扱説明書

車への取り付けは、必ずこの取扱説明書に従って正しく行ってくだ
さい。指定以外の取り付け方法や指定以外の部品を使用すると、事
故やケガの原因となる場合があります。この場合は、当社では一切
の責任を負いかねます。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取扱説明書はお客様へ
お渡しください。

通信/音声認識キット

CD-HV100



接続・取り付け部品を確認する

マイク関係

q マイク × 1 w マイククリップ

× 1

e マイクホルダー
× 1

r 両面テープ
(20 × 16 mm) × 1

t クランパー × 5

音声認識コントローラー関係

y 音声認識
コントローラー × 1

u リチウム電池
(CR2032) × 1

!1 六角穴付きネジ
(3 × 6 mm) × 2

i インナーホルダー
× 1

!2 マジックテープ大
(やわらかい方) × 1

o アウターホルダー
× 1

!3 マジックテープ小
(かたい方) × 2

!0 ベルト × 1

!4 六角レンチ × 1

コード関係

!9 携帯電話接続
ケーブル × 1

携帯電話関係

!5 ソフトケース × 1 !6 マジックテープ
(やわらかい方) × 1

!7 ひも (2 m) × 1 !8 クリップ × 1

―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

接続のしかた

マイク入力端子 (黒)

電話端子 (赤)

デジタル携帯電話
(デジタルホン「DP-212」
(別売) などの9600bpsの
通信に対応したもの。)

6 m

例 : 7.0 型ワイドTV付DVD
カーコンピューターセット
「AVIC-D9500」(別売)

赤

4 m
!9 携帯電話接続ケーブル

差し込む前に、向きを確認してください。
(スムーズに入らない場合は、表裏が逆に
なっている可能性があります。)

q マイク

安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あ
なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵
表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示

で区分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

注意

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

禁止

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

必ず行う



マイクの取り付け

シートベルトに取り付ける場合

マイクホルダーに
マイクを取り付ける

シートベルトにマイクホルダーを
取り付ける

t クランパー × 5
クランパーで要所を
固定しながら、マイ
クコードを引き回し
ます。

シートベルトアンカー

マイクコード
マイクコードは、ひもが
張った状態でも、少した
るみがでるようにします。

マイクホルダーをシート
ベルトに取り付けます。

シートベルト
ひもは一度金具から外し、シー
トベルトアンカーを通してから、
また金具に止めます。
シートベルトを装着するときに
マイクが胸元にくるように、ひ
もの長さを調節してください。

2

q マイク

e マイクホルダー

マイクコードをこの
ように配線します。

1

サンバイザーにはさんで取り付ける場合

マイククリップに
マイクを取り付ける

サンバイザーに
マイククリップを取り付ける

サンバイザーを上げた状態で取り付けます。サ
ンバイザーを下げると、正しく音声認識されま
せん。

マイククリップに
マイクを取り付ける

ステアリングポストにマイク
クリップを取り付ける

tクランパー × 5
クランパーで要所
を固定しながら、
運転操作に支障が
ないようにマイク
コードを引き回し
ます。

r 両面テープ
(20 × 16 mm)

ステアリング
ポストのでき
るだけ手前に
取り付けてく
ださい。

2

溝にマイク
コードを埋
め込みます。

qマイク

w マイククリップ

1

t クランパー × 5
クランパーで要所を
固定しながら、マイ
クコードを引き回し
ます。

w マイククリップ

2

q マイク

w マイククリップ

1

ステアリングポストに取り付ける場合

取り付け上のご注意
ハンズフリー時に明瞭な音質を得るために、マイクはできるだけドライバーの近くに取り付け
てください。

携帯電話用ソフトケースの取り付け

付属のマジックテープ (やわらかい方) を取り付け場所に貼り付け、ソフトケースを裏側のマジック
テープ (かたい方) で貼り付けます。

マジックテープで取り付ける場合

!6 マジックテープ
(やわらかい方 )

!5 ソフトケース
コンソールボックス

メ モ
●ソフトケース裏側のマジックテープ (かた
い方) が、コンソールボックスやアーム
レストなどにくっつく場合は、マジック
テープ (やわらかい方) は使用せずに直接
取り付けることもできます。

ナビゲーションに携帯電話を接続すると、音声認識コントローラーとマイクを使って、ハンズフ
リー通話が可能になります。その際、携帯電話は付属のソフトケースに収納してください。
また、携帯電話使用時に携帯電話接続ケーブルがおちないように、ソフトケースのゴムにコネク
ター部を通してお使いください。

ひもで取り付ける場合

コンソールボックス アームレスト 助手席シート

コンソールのフタやアームレ
ストにしっかりと締め付ける

助手席シートにしっかりと
締め付ける22

クリップの凸部分を
押し込んで、ひもを
通してください。

下側は、シートにひもを
通して結んでください。

!8 クリップ

ソフトケースに
ひもを通す

ソフトケースに
ひもを通す

!5 ソフトケース

穴からひもを出します。

!7 ひも
2つに切って
使用します。

1

!7 ひも

!5 ソフトケース

穴からひもを出します。

1



音声認識コントローラーの取り付け

ハンドルに取り付ける場合
取り付け上のご注意
●エアーバックなどの車の安全装置が働いた
ときに、その動作の妨げになる場所には
絶対に取り付けないでください。

●車のメーター類の、視認の妨げになる場
所には取り付けないでください。

●取り付ける位置や向きによっては、音声
認識コントローラーの信号がリモコン受光
部にとどかない場合があります。固定す
る前に、取り付ける位置で、動作確認を
行ってください。(動作しない場合は、コ
ントローラーの上下や裏表を逆にしてみて
ください。それでも動作しない場合は、取
り付け位置を変えてください。)

●ハンドルに取り付けるときは、ハンドル
の左または右側のリモコン受光部に近い方
(右ハンドル車の場合はハンドルの左側、左
ハンドル車の場合は右側) に取り付けてく
ださい。逆側に取り付けると、音声認識
コントローラーの信号がリモコン受光部に
とどかないため、動作しないことがあり
ます。

●ハンドルに取り付けるときは、付属のベ
ルトでしっかりと固定してください。
しっかり固定しないと、運転操作の邪魔
になり、交通事故の原因となります。

●ハンドルに取り付けるときは、ハンドル
の外側に取り付けないでください。運転
操作の邪魔になり、交通事故の原因とな
ります。必ずハンドルの内側に取り付け
てください。

ハンドルにインナーホルダー
を取り付ける

ベルトの余りを
切り取る

インナーホルダーにアウター
ホルダーを取り付ける

音声認識コントローラーを
取り付ける

音声認識コントローラーを取り外すとき
は、ここを押しながら、音声認識コント
ローラーを手前にスライドさせます。

y 音声認識
コントローラー

4

o アウター
ホルダー

!4 六角レンチ

!1 六角穴付きネジ
(3 × 6 mm) × 2

3

ベルトの余りは、ホルダーの中心
の位置で切り取ります。
切り取ったベルトの余りは、予備
として保管しておいてください。

2

iインナー
ホルダー

!0 ベルト

1

メ モ
●上図は右ハンドル車の例です。左ハンド
ル車に取り付ける場合は左右逆に取り付
けてください。

●ハンドルの太さによっては、切り取ったベ
ルトの余りが、使えない場合があります。

付属のマジックテープ 小 (かたい方) を音声認識コントローラーの裏面に、マジックテープ 大 (やわ
らかい方) を取り付け場所に貼り付けます。

!3 マジックテープ 小
(かたい方 ) × 2

!2 マジックテープ 大
(やわらかい方 )

y 音声認識
コントローラー

音声認識コントローラー
裏面

電池の裏ブタが開閉できる位置
に、マジックテープを貼り付け
ます。

マジックテープで取り付ける場合 電池の入れかた

電池の入れかた
裏ブタを外して、リチウム電池 (CR2032)
を+側を上にしてセットします。

u リチウム電池
(CR2032)

この部分を押しな
がら、フタをスラ
イドさせます。

取り扱い上のご注意
● リモコン受光部に直射日光が当っ
ていると、音声認識コントロー
ラーの操作ができないときがあり
ます。

● 付属の電池は充電できません。

● 音声認識コントローラーを長い間
使わないときは、電池を取り出し
てください。取り出した電池は幼
児の手の届かない所に保管してく
ださい。

● 電池の液もれが起こったときは、内
部についた液をよくふき取ってか
ら、新しい電池と入れ換えてくだ
さい。


